
近畿大学薬学部の「植物研究会」は、1962

年に故久保道徳教授が学生時代に開設した

「栽培園芸部」に端を発する。その後、69年

に「植物研究会」に改名され現在に至る。73

年からは、学生時代に同会に所属していた松

田秀秋氏（薬用資源学研究室教授）が顧問を

務めている。いまや生薬・漢方で名を馳せる

近畿大薬学部の名物クラブといっても過言で

はない。部員数は現在20人を数え、１回生か

ら４回生まで、各回生が集まっている。

フィールドワークと薬草をこよなく愛する

学生が集う部室に一歩踏み入れると、ほのぼ

のとした雰囲気が伝わってくる。３回生で部

長を務める此枝修一さんが、「春と秋に奈良

県の森野薬草園に出かけているんです。合宿

は年１回、８～９月ごろに行っています」と

話しかけてきた。此枝さん自身はこれまでに

島根、岐阜の高山、広島で合宿を経験してい

る。「島根の合宿では、大根島へ行って薬用

人参の栽培を見学しました。岐阜の高山では

10kmのフィールドワークをきちんとやり遂

げました。その時、ホオの葉を拾い、その上

で味噌を焼いてホオ葉味噌を作りました。そ

の時のおいしさ、すばらしい香りによるアロ

マテラピーの体験は今でも忘れられません」

と振り返る。

「楽しく学ぶ」をモットーとする「植物研

究会」だが、顧問の松田教授によれば、活動

の本質は「植物分類学の重要性」にあるとい

う。例えば、センブリには、イヌセンブリと

ムラサキセンブリもあるが、薬用として用い

られているのは「センブリ」だけ。従って、

薬草の研究は、まず初めに植物の種類を見分

けること――というわけだ。

「われわれの時代には、春休みや夏休みに

日本アルプスや薩摩の最南端まで植物採取に

出かけていったものです。薩摩からは、畳一

畳もある木性シダのヘゴの葉を持ち帰り、最

近まで部室の天井に展示していました。ヘゴ

の葉は、天然記念物なので野生フィールドで

は採取できず、民家に生息するものをお願い

して譲り受けたことを、つい昨日のように思

い出します。時代の変化、最近の若者気質も

あり、フィールドワークのあり方、活動範囲

は狭まりましたが、部員の薬草に対する思い

入れは、今も昔も変わりません」と胸を張る

松田教授。

「バイオやナノテクノロジーが大きくクロ

ーズアップされる中で、近大薬学部では得意

分野の薬用植物学、漢方をもっと発展させて

いきたいと考えています。そのためにも、植

物研究会へたくさんの学生に入部してもら

い、生薬・漢方に造詣の深い人材を育ててい

きたい。そういう人材の基礎作りという意味

でも、このクラブ活動の意味は大きく、今後

も大事にしたいと思います」と語る。

学生の立場から此枝さんは、「部室には先

輩方が残された植物標本がたくさん保存され

ています。私たちは、まだまだ先輩の活動に

負けている感が強いのですが、松田教授の指

導と励ましを受けて、少しずつその域に近づ

いていると実感しています。個人的には、薬

草などの知識が徐々に増えてよかったと思っ

ています」と話す。

「植物研究会」では、毎年11月に開かれる

大学祭「生駒祭」で、薬草の実利用を啓蒙す

るための「果実酒展示」や、ヒノキチオール

などアロマテラピー素材

に関する研究発表を行っ

ている。生駒祭の中でも、

薬学部のクラブ活動に協

賛する近畿大学薬友会

（薬学部同窓会）の森本

佳明会長は、「現代っ子

の多くはクラブ活動に参

加しないと聞きます。そ

の中で植物研究会のメン

バーは非常に熱心に、薬

草の有効利用の研究をし

ている。ＯＢとしてクラ

ブ活動が発展するよう、

今後も応援していきま

す」とエールを送る。
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近畿大学薬学部の「植物研究会」は、野外で薬用植物を採取するな

どのフィールドワークや植物の分類を中心に、“楽しく学ぶ”を目指

した活動を展開している。薬学部内のクラブということで、当然、全

部員が薬草に対する強いこだわりを持っている。東大阪市にある同大

学のキャンパス内には、薬用植物園と共に薬木の並木道が続く。沿線

には国内有数の薬草園もある好環境下で、伝統ある名物クラブとして

活動が展開されている。

近畿大学薬学部「植物研究会」 
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大学構内でのフィールドワーク活動

近畿大学植物研究会集合写真（前列中央に松田教授、

２列目左端が此枝部長）
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